
別記様式 

 担当課 総合政策課 

会 議 の 名 称 令和４年度 第１回鴻巣市総合教育会議 

開 催 日 令和４年９月１２日（月） 

開 催 時 間 午後１時１５分 開会 ・ 午後２時０３分 閉会 

開 催 場 所  鴻巣市役所本庁舎 ３０３会議室 

議 長 

氏 名 
鴻巣市長 並木 正年 

出席者(委員)氏名

（出席者数） 

鴻巣市長 並木 正年 

【教育委員会】 

教育長 望月 栄 

教育長職務代理者 加藤 幸弘 

委員 斉藤 敬 

委員 坂本 孝子 

委員 太田 恭子      （６名） 

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 
なし 

執行部及び事務局

職員職氏名 

 

【市長部局】 

市長政策室長 藤崎 秀也 

市長政策室副室長 伊藤 和代 

市長政策室参事兼総合政策課長 鈴木 誠司 

市長政策室総合政策課副参事 富田 真久 

【教育委員会】 

 教育部長 齊藤 隆志 

 教育部参与 大島 進 

教育部副部長兼教育総務課長 鳥沢 保行 

教育部副部長兼学務課長 上岡 勝 

教育部学校支援課長 穐山 孝幸 

教育総務課主査 新井 洋平 

教育総務課主任 堀 智紀 

【事務局】 

総合政策課主幹 千葉 昌子 

総合政策課主任 大島 悠志 

傍聴の可否 

（傍聴者数） 
一部可 （１名） 

会
議
の
内
容 

（協議事項） 

１ 小・中学校適正規模・適正配置の取組状況について 
２ 損害賠償請求裁判への対応について 
３ いじめ問題調査委員会の経過について 

（決定事項など） 
◎協議事項１ 
 資料１「小中学校の適正規模・適正配置の主な取組」及び資料２「市内小・

中学校の将来における適正規模及び適正配置について（答申）」に係る説明があ

り、次のような意見交換等が行われた。 



注 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い

 場合は、別紙に記入するものとする。 

○常光小学校と鴻巣中央小学校の再編に係る具体的な時期について 
・保護者からの声や、審議会の委員からの意見により、早めの対応を求めら

れていることからも、最短で統廃合が可能な令和６年４月１日を目安に進め

る。 
○小谷小学校区域の子どもの中学校への進学に係る柔軟な対応について 
・小谷小学校の再編に関しては、隣接する赤見台第二小学校や箕田小学校へ

の通学区域の変更も含めて検討すべきとの意見もあることから、懇話会等を

設置の上、地元の対象者等と意見交換を行い決定する。また、該当児童の進

学する中学校についても、答申の内容を踏まえて検討する。  
○川里３小学校の再編に係る学校施設の場所について 
・川里中学校に接続する想定だが、ふるさと館やポプラ館、グラウンドゴル

フ場等公共施設の今後のあり方も踏まえて検討する。 
○小中一貫校か義務教育学校かの方向性について 
・義務教育学校のほうが、先生方の連携をとることができるため、本市でも

義務教育学校を目指す。 
○学校施設の老朽化に係る現状と今後の見通しについて 
・市内の学校に係る施設のうち８割の施設が建築後30年以上のため、老朽化

に伴い、突発的な修繕が発生している。工事費や修繕費が増大すると予想さ

れることから、計画を保ちつつ、より迅速な対応が必要となっている。 
○ デジタル教科書の対応を含めた市内小中学校のWi-Fi環境状況について 

・令和２年度に補助金で学校のWi-Fi環境は整備し、通信速度は充分である。 
○家庭でのWi-Fi環境の整備について 
・家庭でのWi-Fi環境についても、ある程度整っている。当分の間は、紙の教

科書と併用し、家庭学習へ対応可能と考える。 
 
◎協議事項２及び協議事項３ 

鴻巣市総合教育会議規程第６条の個人の秘密を保つ必要がある内容のため、

委員の承認により非公開とすることが承認された。 
  
 ※以下非公開 
 

配
布
資
料 

・令和４年度鴻巣市総合教育会議次第 
・[資料１]小中学校の適正規模・適正配置の主な取組 

・[資料２]市内小・中学校の将来における適正規模及び適正配置について（答申）  

・[資料３]損害賠償請求裁判対応について 

・[資料４]市内中学校でのいじめ問題対応経緯について 


